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12月定例議会で決まったこと
12月定例議会では、平成30年度一般会計補正予算、条例の制定及び改廃など28件の議案及び意見書案２件、

決議案１件を可決、陳情１件を採択し、１件の専決処分の報告を受けました。

また、一般質問では３日間で15名が登壇し、観光振興、子育て支援、県体育館整備など多岐にわたる質疑が活

発になされました。

議　案　名 審議結果
平成30年度延岡市一般会計補正予算　外５件 原案可決

延岡市一般職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市特別職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市生活改善センター条例の廃止 原案可決

延岡市道路占用料徴収条例の一部改正 原案可決

延岡市高齢者コミュニティセンター条例の一部改正 原案可決

延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例の一部改正 原案可決

延岡市子育て支援総合拠点施設条例の制定 原案可決

延岡市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市都市公園条例の一部改正 原案可決

早日渡辺地に係る総合整備計画の変更 原案可決

下鹿川辺地に係る総合整備計画の変更 原案可決

財産の取得（高規格救急自動車） 原案可決

和解及び損害賠償の額の決定 原案可決

新たに生じた土地の確認（島浦町公有水面埋立地） 原案可決

町の区域の変更（島浦町公有水面埋立地） 原案可決

工事請負契約の締結（「（仮称）子どもの城」建築主体工事） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市南方東コミュニティセンター） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市北方中部地区集落センター） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市営住宅、延岡市特定公共賃貸住宅、延岡市ニュータウン北方住宅及び延岡
市若者定住促進住宅）

原案可決

指定管理者の指定（延岡市東海コミュニティセンター） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市恒富地区高齢者コミュニティセンター） 原案可決

陳　　　情 審議結果
介護従事者を確保するために実効性のある対策を講じることを求める意見書提出に関する陳情 採択

本格的体系的延岡市史編さんに伴う市史編さん局の設置について 取下げ

意　見　書　・　決　　議 審議結果
幼児教育・保育の無償化及び負担軽減に関する意見書 原案可決

実効性のある介護従事者の確保策を求める意見書 原案可決

「2026年　２巡目宮崎国体」に向けたスポーツ施設の分散配置に関する決議 原案可決

報　告　案　件
専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

≪国へ提出≫

◆幼児教育・保育の無償化及び負担軽減に関する意見書

◆実効性のある介護従事者の確保策を求める意見書

≪県へ提出≫

◆「2026年　２巡目宮崎国体」に向けたスポーツ施設の分散配置に関する決議（８ページ参照）
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平成30年度 延岡市一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

概　
要

　平成30年度延岡市一般会計補正予算は、歳入・歳出それぞれ24億1,080
万７千円を追加し、予算総額を595億765万４千円とするもの

小中学校空調設備整備事業� 補正額：19億9,316万７千円

市内の公立小・中学校の普通教室等に空調機を設置するため、整備工事等
を行うもの
≪小学校≫291教室	 施設整備工事費……13億2,571万２千円
	 委託料…………5,310万３千円
≪中学校≫125教室	 施設整備工事費…… ５億8,541万５千円
	 委託料…………2,873万９千円

主
な
質
疑
・
応
答

問．設置工事の発注方法は？

答．来年度中、間に合うものは可能な限り夏までに設置する方針のもと、分割発注や一括発注、あるいは、
分割発注しても大きな括りの場合など、全体のスケジュールと兼ね合わせて考える必要がある。ま
た、入札に参加する業者の範囲等についても発注方法に応じて考える要素もあるかもしれないので、
詳細を取り急ぎ検討し、固めなければならないと考えている。

問．設置後は、全体で年間約1億円の電気料金の増額を見込んでいるが、この分については、国の財政
措置があるのか？

答．運営経費については、国の補助の対象外であり、今回の文部科学省の交付金も、設置に係る経費
が対象となっている。しかしながら、現在、国において運営経費を地方交付税で措置する観点での
検討が行われているので、しっかり加算されるよう、引き続き国に働きかけていきたい。

問．夏季、冬季の休業中に設置工事を行うことになると思うが、どのような見込みを立てているのか？

答．設置工事については、長期休業中に行うのが望ましいが、その場合、工期がそれほど長く取れな
いということもあるので、一時的にクラスごと特別教室などに移動してもらい、その間に教室の改修
を行う方法も考えたい。

延岡市子育て支援総合拠点施設条例の制定（福祉教育委員会）

概
要

　安心して子どもを産み育てることのできる環境を整備し、さらなる子育て支援の充実を図ることを目的
として設置する「延岡市子育て支援総合拠点施設」に関して、必要な事項を規定するため、新たに条
例を定めるもの

主
な
質
疑
・
応
答

問．病後児保育事業及び一時預かり事業の最大収容人数は、何人か？

答．病後児保育事業については、部屋が４室のため、基本は４人を考えている。また、一時預かり事業は、
10人程度を見込んでいる。

問．休業日について、病後児保育事業は日曜日、一時預かり事業及びその他の事業は、木曜日としてい
る理由は何か？

答．他市の事例を参考にしているが、病後児保育については、日曜日はほとんどの場合、保護者が在
宅しているからである。また、一時預かりについては、施設の休館日が木曜日のため、それに合わ
せて設定している。なお、病後児保育事業については、休館日の木曜日も実施することとしている。

議
員
間
討
議

　質疑の後、「病後児保育事業や施設の休業日のあり方」に関する意見など種々の議論が交わされま
した。
　その結果、委員会としては、「職員数を多くして、毎日対応できるようにすることが理想ではあるが、人
材確保及び人件費の問題や職員の負担増に繋がることが予想されるため、まずは、現行の休業日で
開館した上で、他の子育て支援事業との連携などの状況を注視しながら、子育て支援総合拠点施設と
しての機能を最大限発揮することを望む」との意見で一致しました。

主
な
委
員
会
審
査

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
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12
月
４
日
質
問

外
国
人
労
働
者

【
問
】本
市
に
お
け
る
受
け
入
れ
拡

大
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
延
岡
地
区
管
内

の
外
国
人
労
働
者
数
は
、
平
成
29

年
10
月
末
現
在
で
、
１
６
４
人
と
前

年
よ
り
３
割
以
上
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
内
の
約
７
割
が
技
能
実
習
生

と
な
っ
て
い
る
。
地
元
企
業
か
ら
の

相
談
等
に
対
応
す
る
な
ど
、
必
要

な
支
援
に
努
め
た
い
。

西
階
陸
上
競
技
場

【
問
】西
階
陸
上
競
技
場
は
、老
朽

化
に
よ
る
不
具
合
や
耐
震
化
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。完
工
50
年

を
記
念
し
、大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
え
な
い
か
。

【
答
】写
真
判
定
器
や
放
送
設
備
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
更
新
等
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
２
巡
目
国
体
を
見
据

え
、
財
政
負
担
も
見
極
め
な
が
ら
、

整
備
・改
修
等
を
検
討
し
た
い
。

道
路
横
断
者
の
安
心
安
全

【
問
】横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る

人
が
い
る
時
は
、車
は
一
時
停
止

す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
。違

政策提言議員協議会の検証結果を報告します!!

延岡市議会では、「市議会及び市当局が共通の認識のもとに政策を検証する機会を設けることで議会

内における政策理解を深め、市議会として市当局の政策立案及び改善に向けた提言を行うこと」を目的と

して、平成20年に政策提言議員協議会を設置し、市当局に対し様々な政策提言を行ってきました。

今回、新たな試みとして、今任期中に行った提言（平成27年度から29年度まで）のその後の取り組み状

況等について、改めて検証を行い、その結果を取りまとめました。

平成27年度から平成29年度まで３年間において、６つのテーマにわたる13項目の具体的な提言を行っ

ていますが、それぞれの提言項目について、提言後の取り組み状況及び現状に関する所管課への調査

などを行いながら、議会として進捗状況の評価等を行い、今後の取り組み等について言

及しました。

なお、項目ごとの検証内容については、延岡市議会ホームページに記載しています。

http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp/display.php?cont=181225140103

「◎：実施済」、「○：実施中」、「△：検討中」、「×現時点で実施予定なし」

年度 提　言　項　目 進捗状況

27

１．少子化対策（子育て環境の整備）
①公立幼稚園における３年保育の実施 ◎
②保育士・幼稚園教諭不足の解消 ○

２．スポーツ施設の整備充実
①市内各スポーツ施設のバリアフリー化及びトイレ整備の推進 ○
②市内体育館への空調設備整備の推進 ×

28

１．小・中学校の学習環境の整備促進
①ＩＣＴ教育環境整備の完了目標年限 ○
②ＩＣＴ教育環境の整備 ○及び◎
③指導教員等の養成及び配置 ○

２．指定避難所の地震対策
①耐震対策の実施 ○
②非構造部材の耐震化の推進 ○

29

１．北浦総合支所の支所機能を含めた防災体制の推進に向けた総合的な検討の速
やかな着手
①北浦総合支所を含めた各総合支所の今後の位置づけや担うべき役割及び組
織体制や人員体制について

△

②北浦総合支所の耐震診断の実施の検討及び現施設の補強について △
③平成32年度に終了予定の緊急防災・減災事業債を活用した移転に関する調
査について　

△

２．放課後児童クラブの体制の充実に向けた総合的な検討の速やかな着手
①各児童クラブの設備及び備品に関する状況調査及び必要な予算の確保に努
めること。

○

②放課後児童クラブ支援員の労働環境や業務内容等の状況調査及び運営形態
ごとの調査・研究を行い、問題点の改善に努めること。

○

③多子世帯・生活困窮世帯等に対する利用料の減免措置等の調査・研究を行う
こと。

△
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市政を問う !（一般質問）
早瀨 賢一 議員（友愛クラブ） 
●外国人労働者
●西階陸上競技場
○槍型スタンガンの普及促進　他

白石 良盛  議員（自民党きずなの会） 
●乗合タクシー
●伊形小・東海東小の廊下改修
●県体育館整備　他

小田 忠良 議員（無所属） 
●エンクロスの入館者数
●水道料金の値下げ
○浜砂ダム発電事業　他

三上　毅 議員（公明党市議団） 
●道路横断者の安心安全
●防災対策
●津波時の指定緊急避難所　他

平田 信広 議員（日本共産党） 
●消費税増税
●地域電力会社設立①
●地域電力会社設立②　他

小野　挙 議員（自民党きずなの会） 
●森林環境譲与税
●西階運動公園
○災害対策　他

長友 幸子 議員（社民党市議団） 
●意見公募
●子育て支援短期利用事業
○子ども食堂　他

内田 理佐 議員（自民党きずなの会） 
●小中学校空調整備
●医療型短期入所施設
○北川町曽立地区の内水対策　他

梶本 英一 議員（自民党きずなの会） 
●県道岩戸延岡線
●高平山林道整備
●下水道事業経営　他

佐藤　誠 議員（自民党きずなの会） 
●低価格牛舎整備
●国体スポーツ施設の整備
○営農集団の再編　他

甲斐 行雄 議員（友愛クラブ） 
●雇用対策
●食を通した教育
○東海中通学路の安全対策　他

松本 哲也 議員（社民党市議団） 
●北川はゆま機能強化事業
●特命担当副市長就任
●霞堤の役割　他

北林 幹雄 議員（自民党きずなの会） 
●ふるさと納税の有効活用
●異才発掘プロジェクト推進
○延岡市史編さん部署の設置　他

吉本 靖 議員（友愛クラブ） 
●南延岡駅の整備
●公文書管理
●延岡南道路　他

上杉 泰洋 議員（のべおか市民派クラブ）
●移住定住促進
●狭あい道路拡幅
○公共交通網の形成　他

※質問の一部を掲載
※○は項目のみ掲載

議員15名が
一般質問

12
月
４
日
質
問

外
国
人
労
働
者

【
問
】本
市
に
お
け
る
受
け
入
れ
拡

大
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
延
岡
地
区
管
内

の
外
国
人
労
働
者
数
は
、
平
成
29

年
10
月
末
現
在
で
、
１
６
４
人
と
前

年
よ
り
３
割
以
上
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
内
の
約
７
割
が
技
能
実
習
生

と
な
っ
て
い
る
。
地
元
企
業
か
ら
の

相
談
等
に
対
応
す
る
な
ど
、
必
要

な
支
援
に
努
め
た
い
。

西
階
陸
上
競
技
場

【
問
】西
階
陸
上
競
技
場
は
、老
朽

化
に
よ
る
不
具
合
や
耐
震
化
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。完
工
50
年

を
記
念
し
、大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
え
な
い
か
。

【
答
】写
真
判
定
器
や
放
送
設
備
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
更
新
等
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
２
巡
目
国
体
を
見
据

え
、
財
政
負
担
も
見
極
め
な
が
ら
、

整
備
・改
修
等
を
検
討
し
た
い
。

道
路
横
断
者
の
安
心
安
全

【
問
】横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る

人
が
い
る
時
は
、車
は
一
時
停
止

す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
。違

反
す
る
と
２
点
の
減
点
と
反
則

金
が
科
せ
ら
れ
る
。歩
行
者
の
安

全
の
た
め
、マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
宣
言

企
業
の
募
集
や
、車
の
後
部
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
等
の
取
り
組
み

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】関
係
機
関
と
停
止
率
を
上
げ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
協
議
し
た
い
。

防
災
対
策

【
問
】津
波
発
生
時
に
、誰
が
ど
の

避
難
場
所
に
避
難
す
る
と
考
え
て

い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
全
地
区
で
実
施
し

て
は
。

【
答
】
地
区
の
方
々
と
相
談
の
上
、

実
施
し
た
い
。

津
波
時
の
指
定
緊
急
避
難
所

【
問
】避
難
可
能
人
数
を
公
表
す
べ

き
で
は
。

【
答
】公
表
の
方
向
で
検
討
す
る
。

県
道
岩
戸
延
岡
線

【
問
】生
活
道
路
と
し
て
特
に
危
険

個
所
の
多
い
、宇
和
田
町
か
ら
宮

長
町
を
中
心
と
し
た
路
線
整
備
の

今
後
の
考
え
は
。

【
答
】
重
要
な
路
線
と
認
識
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
延
岡
市
と
地
元
が

一
緒
に
な
り
県
に
対
し
て
本
路
線

の
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

高
平
山
林
道
整
備

【
問
】林
野
火
災
の
消
火
活
動
や
森

林
保
全
の
た
め
に
、高
平
山
林
道

開
設
の
考
え
は
。

【
答
】林
道
整
備
の
条
件
を
満
た
す

ル
ー
ト
の
有
無
や
財
政
負
担
も
含

め
、
林
道
開
設
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
す
る
。

下
水
道
事
業
経
営

【
問
】老
朽
化
施
設
が
多
く
、改
築

更
新
、耐
震
化
等
、多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
る
。今
後
の
事
業
経

営
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
答
】経
営
効
率
化
支
援
事
業
も
活

用
し
、
効
果
的
な
経
営
改
善
に
取

り
組
む
。

低
価
格
牛
舎
整
備

【
問
】延
岡
鉄
工
団
地
等
の
企
業
が

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
高
い
技
術
を

活
か
し
、畜
産
農
家
と
連
携
し
、

延
岡
市
独
自
の
低
価
格
牛
舎
設
計

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】施
設
整
備
に
係
る
必
要
経
費

を
抑
え
る
こ
と
は
、
農
家
の
所
得

ア
ッ
プ
に
直
接
つ
な
が
る
の
で
、
地

元
で
行
う
低
コ
ス
ト
牛
舎
の
実
現
に

向
け
て
、
鉄
工
団
地
な
ど
と
の
連

携
、
協
議
の
場
を
設
け
る
。

12
月
４
日

12
月
５
日

12
月
６
日



66

国
体
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

【
問
】２
０
２
６
年
国
体
の
競
技
種

目
と
整
備
の
要
望
は
。

【
答
】現
段
階
で
は
成
年
男
子
軟
式

野
球
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
整
備
に

つ
い
て
は
、
野
球
場
の
ス
タ
ン
ド
の
改

修
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
更
新
を
含
め
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用

【
問
】積
極
財
政
の
推
進
の
財
源
と

し
て
、ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効
活

用
す
べ
き
。返
礼
品
の
質
の
向
上

と
地
場
産
業
の
生
産
性
向
上
策

は
。

【
答
】
旭
化
成
を
は
じ
め
と
す
る
本

市
に
縁
の
あ
る
企
業
や
首
都
圏
等

で
開
催
さ
れ
る
同
窓
会
等
に
出
向

き
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
中
に
は
、
返
礼
品
を
２
０
０
品
目

に
拡
充
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

異
才
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

【
問
】不
登
校
児
童
生
徒
の
中
に

は
、特
別
な
才
能
を
持
ち
な
が
ら
、

孤
立
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

と
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
子
ど

も
達
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
考
え

は
。

【
答
】異
才
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣

旨
に
は
賛
同
で
き
る
部
分
が
あ
る
。

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

大
切
に
し
た
い
。

12
月
５
日
質
問

乗
合
タ
ク
シ
ー

【
問
】須
佐
～
大
武
線
、安
井・神
戸

～
レ
ー
ヨ
ン
線
の
路
線
を
延
長
す

る
考
え
は
。

【
答
】レ
ー
ヨ
ン
停
留
所
か
ら
延
岡
駅

ま
で
の
延
長
に
つ
い
て
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
し
て
い
く
。

伊
形
小・東
海
東
小
廊
下
改
修

【
問
】開
校
か
ら
30
数
年
経
過
し
て

い
る
両
校
の
廊
下
の
絨
毯（
じ
ゅ

う
た
ん
）を
板
張
り
に
改
修
し
て

は
。

【
答
】ダ
ニ
や
ほ
こ
り
に
敏
感
な
体
質

の
子
ど
も
も
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た
が
、
床
の
一
部

は
経
年
劣
化
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、

今
後
は
掃
除
が
し
や
す
い
床
への
改

修
も
検
討
し
た
い
。

県
体
育
館
整
備

【
問
】駐
車
場
の
確
保
は
。

【
答
】市
民
体
育
館
敷
地
内
及
び
近

隣
に
８
０
０
台
程
度
の
駐
車
場
確

保
の
早
急
な
対
応
に
努
め
る
。

消
費
税
増
税

【
問
】税
率
が
10
％
と
な
る
こ
と
で
、

市
民
の
負
担
増
に
な
る
。景
気
に

悪
影
響
を
与
え
る
増
税
は
中
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

【
答
】
今
回
の
引
き
上
げ
は
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
域
電
力
会
社
設
立
①

【
問
】民
間
の
事
業
に
類
す
る
形
に

な
る
と
思
う
が
、必
ず
儲
か
る
保

障
は
あ
る
の
か
。

【
答
】卸
電
力
市
場
な
ど
か
ら
仕
入

れ
た
電
力
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
益
を
得
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

地
域
電
力
会
社
設
立
②

【
問
】ま
だ
全
体
像
が
見
え
な
い
が
、

い
つ
頃
ま
で
に
議
会
や
市
民
に
報

告
で
き
る
の
か
。

【
答
】来
年
度
の
予
算
で
し
っ
か
り
し

た
積
算
等
を
行
う
調
査
費
を
計
上

し
、
手
順
を
踏
ん
だ
上
で
、
な
る
べ

く
早
く
報
告
し
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税

【
問
】来
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与

税
が
全
国
の
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
、

こ
の
譲
与
税
は
、林
業
の
振
興
に

使
途
が
限
ら
れ
て
い
る
。譲
与
税

の
有
効
利
用
は
、林
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
る
が
。

【
答
】
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
本
市

に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
と
な
る
。
計

画
的
に
効
果
の
高
い
事
業
に
取
り

組
み
、
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。西

階
運
動
公
園

【
問
】各
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
改

修
や
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、総
合
的
な
整
備
計
画
を
策

定
し
て
は
。

【
答
】
２
巡
目
国
体
を
見
据
え
、
県

体
育
館
の
整
備
に
向
け
た
協
議
・

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

が
会
場
と
な
る
競
技
種
目
の
動
向

に
よ
っ
て
、
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
整
備
・改
修
を
検
討
し
た
い
。

雇
用
対
策

【
問
】地
元
定
着
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
地
元
の
経
済
界
と
提
携
し
、

高
校
生
や
保
護
者
に
対
し
て
地
元

企
業
説
明
会
や
出
前
講
座
を
開
催

し
、
地
元
で
働
く
意
識
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の

採
用
活
動
に
対
す
る
支
援
を
開
始

し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
高
校
生
、

大
学
生
、
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
と
企
業
を

結
び
付
け
る
中
小
企
業
人
材
確
保

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

食
を
通
し
た
教
育

【
問
】義
務
教
育
に
お
け
る
食
育
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】各
学
校
で
食
に
関
す
る
全
体

指
導
計
画
を
策
定
し
、
学
級
活
動

や
給
食
、
総
合
学
習
の
時
間
な
ど

を
通
し
、
児
童
生
徒
の
健
や
か
な

心
身
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
、
食
事
の
重
要
性
や
生
産
に

関
わ
る
人
へ
の
感
謝
の
心
を
持
て 

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

南
延
岡
駅
の
整
備

【
問
】南
延
岡
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
。

〈県体育館配置イメージ図〉
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【
答
】
市
民
の
関
心
も
高
い
長
年
の

課
題
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
要
望
し
て

い
き
た
い
。

公
文
書
管
理

【
問
】住
民
自
治
の
主
体
で
あ
る
住

民
に
よ
る
文
書
管
理
実
現
の
た

め
、条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

【
答
】
条
例
制
定
の
意
義
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
。

延
岡
南
道
路

【
問
】大
型
車
の
一
ケ
岡
地
区
へ
の

流
入
が
課
題
で
あ
る
。そ
の
中
で
、

高
速
道
路
を
通
過
し
た
大
型
車
の

迂
回
に
限
定
し
た
対
策
と
し
て
新

た
に
料
金
所
が
設
置
さ
れ
る
が
、

料
金
所
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
ど
の
実
態
が
あ
る
の
か
。

【
答
】高
速
道
路
を
通
過
し
た
上
で
、

延
岡
南
道
路
を
迂
回
し
て
い
る
台

数
の
把
握
ま
で
は
し
て
い
な
い
。

12
月
６
日
質
問

エ
ン
ク
ロ
ス
の
入
館
者
数

【
問
】入
館
者
数
は
、エ
ン
ク
ロ
ス

に
入
館
し
た
人
達
だ
け
の
人
数
な

の
か
。ま
た
、こ
れ
ら
の
人
数
を

ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
し
た
の

か
。

【
答
】
エ
ン
ク
ロ
ス
へ
の
入
館
者
数
は
、

館
内
の
出
入
口
に
設
置
し
て
い
る

監
視
カ
メ
ラ
に
搭
載
さ
れ
た
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
り
自
動
的
に
通
過
者
を

記
録
し
、
補
正
率
を
乗
じ
て
試
算

し
て
い
る
。

水
道
料
金
の
値
下
げ

【
問
】水
道
法
の
改
正
や
国
に
対
す

る
陳
情
活
動
な
ど
で
、国
か
ら
の

補
助
金
を
引
き
出
し
、水
道
料
金

の
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
は
。

【
答
】国
の
制
度
は
、
対
象
施
設
の
条

件
等
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
ど
の
程

度
延
岡
市
に
あ
て
は
ま
る
の
か
を

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
活
用
し
、

そ
の
結
果
、
値
下
げ
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

意
見
公
募

【
問
】大
規
模
事
業
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
が
、携
わ
る
職
員
は

日
々
の
業
務
の
中
、負
担
感
が
大

き
い
の
で
は
。

【
答
】
事
業
の
基
礎
的
な
案
の
段
階

や
大
ま
か
な
事
業
費
が
ま
と
ま
っ

た
段
階
な
ど
、
節
目
で
の
実
施
を
考

え
て
お
り
、
新
た
な
業
務
が
生
じ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
職

員
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
、
市
民

目
線
の
市
政
が
実
現
す
る
と
考
え

る
。

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

【
問
】職
員
不
足
の
た
め
、シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
を
断
ら
れ
た
と
相

談
を
受
け
た
。本
市
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
一
時
保
護
や
措
置
入
所
で
の

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
職
員
体

制
が
整
わ
な
い
た
め
、
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
近
隣
自
治
体
の
施
設
に
業

務
委
託
を
行
い
、
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

小
中
学
校
空
調
整
備

【
問
】予
算
20
億
円
の
う
ち
、９
割

が
地
方
債
で
あ
る
。
今
後
、借
換

え
の
可
能
性
は
。

【
答
】
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

補
正
予
算
債
の
活
用
を
念
頭
に
財

政
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
型
短
期
入
所
施
設

【
問
】県
北
に
は
、医
療
型
短
期
入

所
施
設
が
な
く
、重
症
心
身
障
害

児
の
い
る
家
庭
は
、大
変
苦
労
し

て
い
る
が
、市
の
認
識
は
。

【
答
】
必
要
性
は
十
分
認
識
し
、
こ

れ
ま
で
も
市
内
の
障
害
者
支
援
施

設
や
医
療
機
関
等
に
受
け
入
れ
の

打
診
を
行
っ
て
き
た
。
県
に
対
し
、

入
所
施
設
開
設
の
た
め
の
補
助
等

を
行
う
よ
う
要
望
し
、
北
部
広
域

行
政
事
務
組
合
や
福
祉
事
務
所
長

会
議
な
ど
に
も
要
請
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
と
も
、
県
北
に
短
期
入
所
施

設
が
早
急
に
開
設
で
き
る
よ
う
尽

力
す
る
。

北
川
は
ゆ
ま
機
能
強
化
事
業

【
問
】29
年
度
予
算
は
、
減
額
と

な
っ
た
が
、今
後
の
実
施
は
。

【
答
】国
土
交
通
省
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
を
行
い
、
活
性
化
計
画
の
見

直
し
を
含
め
た
協
議
を
行
う
。
し

か
る
べ
き
時
期
に
予
算
を
計
上
し
、

更
な
る
機
能
強
化
を
図
る
。

特
命
担
当
副
市
長
就
任

【
問
】市
長
は
、県
と
の
連
携
を
含

め
、期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、就
任
の
決
意
は
。

【
答
】市
長
公
約
実
現
に
係
る
業
務

等
を
担
う
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
人
脈
を

活
か
し
、
県
と
緊
密
な
関
係
を
保
つ

よ
う
努
め
る
。

霞
堤
の
役
割

【
問
】霞
堤
が
果
た
す
役
割
、公
益

性
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

【
答
】水
の
一
部
を
開
口
部
か
ら
堤

内
に
逃
が
し
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ

な
ど
、
北
川
の
治
水
上
、
大
き
な
役

割
が
あ
る
と
考
え
る
。

移
住
定
住
促
進

【
問
】豊
後
高
田
市
は
、医
療
費
等

の
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、子
育
て

中
の
家
族
の
移
住
が
大
半
で
あ

る
。
移
住
促
進
の
た
め
、子
育
て

支
援
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、特

に
通
院
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料

化
を
検
討
し
て
は
。

【
答
】移
住
定
住
促
進
に
乳
幼
児
等

医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
は
、

大
変
効
果
的
な
施
策
で
あ
る
。
医

療
関
係
機
関
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
助
成
拡

充
を
行
い
た
い
。

狭
あ
い
道
路
拡
幅

【
問
】移
動
市
役
所
で
道
路
拡
幅
の

要
望
が
あ
っ
た
が
、緊
急
体
制
が

必
要
な
地
域
の
今
後
の
処
置
に
つ

い
て
は
。

【
答
】
今
後
は
、
市
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
、
緊
急
車
両
の
進
入

を
可
能
と
す
る
道
路
整
備
に
特
化

し
た
新
た
な
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
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旭
化
成
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

駅
伝
３
連
覇
で
、
幕
を
開
け

た
２
０
１
９
年
。
手
に
汗
握
る

レ
ー
ス
展
開
は
、
ゴ
ー
ル
前
の

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
、
テ
レ
ビ
の

前
で
雄
た
け
び
を
上
げ
た
方

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

「
平
成
」
と
な
っ
た
最
初
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
は
、
平
成

２
年
の
第
34
回
大
会
。
こ
の

時
の
優
勝
も
旭
化
成
で
、
そ

の
ア
ン
カ
ー
は
、
現
監
督
の
西

政
幸
さ
ん
で
し
た
。
過
去
に

６
連
覇
を
２
回
達
成
し
て
い

ま
す
の
で
、
改
元
と
な
る
新

し
い
時
代
に
お
い
て
も
、
優
勝

を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
延
岡

市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
統
一
地

方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が

12
年
に
一
度
、
重
な
る
「
亥

年
選
挙
」
の
年
。
延
岡
市
議

会
も
４
月
に
改
選
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
、
分
か
り
や

す
い
広
報
・
広
聴
活
動
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

編
集
後
記

大
学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
議
会
で
は
、
若
い
世
代
の
意
見
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
こ
と
や
、
議
会
に

親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

若
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
10
月
に
九
州
保
健
福
祉
大
学
の

学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
「
延
岡
の

魅
力
」
「
若
者
の
市
外
流
出
」
「
エ
ン
ク
ロ
ス
、
延

岡
駅
西
口
街
区
の
再
開
発
に
期
待
す
る
こ
と
」

「
公
共
交
通
の
利
便
性
」
「
防
災
」
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
な
ら
で
は
の
視

点
で
様
々
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
意
見
交

換
会
で
の
大
学
生
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

学生からの主な意見

●延岡に来てまだ１年経っていないが、食べ物がおいしくて、
優しい方が多いのでとても良いところだと思った。これか
ら延岡がより良くなることを期待する。
●延岡は食べ物がおいしいのに、県外にほとんど伝わってい
ないのがとても残念。
●自分達の街を自分達で作っていくということに間接的に
繋がるのではないかと思うので、このような機会がもっと
あれば良いと思う。
●学生の意見が市政に取り入れられたらいいなと思った。
●延岡の知らないことをたくさん知れたので良かった。
●延岡市を第２の故郷と胸を張って言えるよう今後の発展
に期待する。
●若者が遊べる場所が少ない。
●公共交通の便が悪いので、通学等に苦労している。

２
０
２
６
年
２
巡
目
宮
崎
国

体
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
分
散
配
置
を
県
に
要
望
!!

　

12
月
20
日
、
佐
藤
裕
臣
議
長
が
県
庁
を

訪
問
し
、
12
月
定
例
議
会
で
可
決
し
た
、

「
２
０
２
６
年　

２
巡
目
宮
崎
国
体
」
に
向
け
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
分
散
配
置
に
関
す
る
決
議

に
基
づ
き
、
「
分
散
配
置
計
画
へ
の
正
し
い
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
や
一
部
に
本
方
針
に

対
す
る
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し

た
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
も
、
県
並
び

に
延
岡
市
、
都
城
市
、
宮
崎
市
は
し
っ
か
り
と

連
携
し
、
国
体
開
催
と
開
催
後
の
活
用
に
つ
い

て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
郡
司
行
敏
副
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。郡司副知事（左側）に決議文を

手渡す佐藤議長


